
４. 基本的な整備の考え方

P.13



歩行者と自転車の

空間を分けた緑道

安全で安心して

利用できる緑道

明るくにぎわい

のある緑道

現状と課題 地域のご意見
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５. 整備計画
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【現状】：自転車が歩行者専用部に進入 【計画】：限られた範囲に自転車通行帯

危険

① 歩行者の危険を解消

歩行者と自転車の通行を分離し、安全な歩行空間をつくる
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・見通し良く ・緊急時にも活用できる
バリアフリーな環境整備

・緊急車両(2ｔ)通行可能

・できるかぎり、緑道
と沿道の段差を解消

② 閉じられた空間の改善

避難ルートとしても活用でき、
緊急車両も通行できる安全･安心な緑道
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【現状】：利用できる空間が狭い 【計画】：樹木を更新し、広い空間を確保

狭い

明るく、にぎわいのある緑道

広い

③ 老朽化による施設の更新
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６. 整備イメージ
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① ゲートゾーン

② にぎわいゾーン

③ うるおいゾーン

④ いこいゾーン

■４つの整備イメージ

荏原町公園

中延特養

三間通り

①

①
②

③ ④

P.20

現在の立会川緑道平面図



自転車の通行量が比較的多いため、
歩行者道と自転車道を分離することで安全に通行できる

①

①
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① ゲートゾーン

荏原町公園

中延特養

三間通り

現在の立会川緑道平面図



②

荏原町公園や荏原町商店街でのお祭りやイベントを考え、
オープンスペースを確保
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② にぎわいゾーン

荏原町公園

中延特養

三間通り

現在の立会川緑道平面図



自転車は減速して走行するよう工夫し、
部分的に広い歩行者空間や植栽をつくる

③
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③ うるおいゾーン

荏原町公園

中延特養

三間通り

現在の立会川緑道平面図



④ いこいゾーン

子どもたちが楽しく歩き、高齢者がゆったりくつろげるような、
修景施設を配置する

④
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荏原町公園

中延特養

三間通り

現在の立会川緑道平面図



親子で学べる
防災スツール

子どもも楽しいスツール
（区役所本庁舎屋上）

収納ベンチ

健康ベンチ

● あずまや

かまどベンチ

施 設（イメージ）

● イス

デザイン性のあるあずまや

シェルター

P.25



犬はここでおしっこ
（自動洗浄）

● マーキングポスト ● 照明

都会的なデザイン

● プランター
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